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はじめに

• 史料を読むために知っておくといいことなど。
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１．ネット検索いろいろ

• ⅰ.図書資料

• CHOIS（チョイス＝中大のOPAC:オーパック）
http://www.library.chuo-u.ac.jp/opac/
所蔵一覧・＋の意味

• NACSIS Webcat（ナクシスウェブキャット）
全国の大学の蔵書を検索。CHOISから使える。
例：「秋田の画人」
他大にある場合はレファレンスに相談。
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１．ネット検索いろいろ

• ⅰ.図書資料

• NDL-OPAC（国立国会図書館）
http://opac.ndl.go.jp/

• 納本制度

• 登録利用者制度
ネットで複写申込→郵送

• 自治体図書館
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１．ネット検索いろいろ

• ⅱ.データベース

• 中大が契約しているDB
http://www2.chuo-u.ac.jp/library/databasetop.htm

• CiNii（サイニィ）＝論文
サテライト契約で自宅利用可能

• MAGAZINEPLUS＝論文

• ジャパンナレッジ
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１．ネット検索いろいろ

• ⅱ.データベース

• 史料編纂所データベース
http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/

• れきはくデータベース
http://www.rekihaku.ac.jp/
一部利用登録が必要。

• 六国史
http://www013.upp.so-net.ne.jp/wata/
旧字に注意。興味のある事をどんどん検索。
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１．ネット検索いろいろ

• ⅱ.データベース

• 古事類苑ページ検索システム
http://shinku.nichibun.ac.jp/kojiruien/

キーワード検索。ある事柄についてどんな史料
があるか分かる。

• 日本古代史料本文データ
http://kodaishi-db.hp.infoseek.sk/
Lhasa（ラサ）形式で圧縮されている。解凍ソ
フトが必要。Lhaplusなど。
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１．ネット検索いろいろ

• ⅱ.データベース

• 国文学研究資料館（国文研）
http://www.nijl.ac.jp/

• 立川にある。中大から３５分くらい。

• 電子資料館でデータベース検索。

• 図書館も利用可能。

• 近世史の人はお世話になるかも。
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１．ネット検索いろいろ

• ⅱ.データベース

• 国立公文書館
http://www.archives.go.jp/

• デジタルアーカイブ

• アジア歴史資料センター（アジ歴）

• 興味のある史料が見つかったら行ってみる。

• 日本史特講にアーカイブズ学の授業。

• 近現代史をやる人はお世話になるかも。
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１．ネット検索いろいろ

• ７階のパソコンで使うには？
・契約DBは、CHOIS画面で「ホーム」をクリッ
ク→「データベース」。
・他機関のDBは、URLをアドレスバーに直接入
力。個人サイト・検索エンジン（Yahoo!など）
は表示できない。
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２．７階にある史料集など
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２．７階にある史料集など

• A国史大系…基本史料
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著作権の都合により
画像削除



２．７階にある史料集など

• A尊卑分脈（国史大系）…系図

• 索引で調べる。字音順。
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著作権の都合により
画像削除



２．７階にある史料集など

• A続日本紀（新日本古典文学大系）

• 注釈書。
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著作権の都合により
画像削除



２．７階にある史料集など

• A律令（日本思想大系）

• 注釈書。

• 職員→職員令
書式→公式令
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２．７階にある史料集など

• B群書類従…叢書

• 何かについて調べていて、群書類従に入ってい
る事が分かったらココ。

• 左上に目録。
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２．７階にある史料集など
• C古事類苑…史料百科

• 索引がある。最近現代仮名遣
いのものが出た。

• 卒論や課題がある時、これを
引けば、どんな史料があるか
分かる。
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２．７階にある史料集など
• D史料大成・日本書紀

• 史料大成…日記など。

国文の方が新しいもの
（増補史料大成）を開
架している。
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２．７階にある史料集など

• 辞典類

• ジャパンナレッジで検索できるが、書籍で調べ
ることもできる。

• 『古文書大字叢』はくずし字に加えて、意味も
載っている。意味まで載っているものは少ない。

2011/12/5

19



２．７階にある史料集など
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２．７階にある史料集など

• E新日本古典文学大系（岩波書店）

• 日本史関係では、続日本紀・本朝文粋・古事談
などがある。

2011/12/5

21



２．７階にある史料集など

• F新編日本古典文学全集（小学館）

• 古事記・日本書紀・風土記・万葉集・大鏡など。

• 読み下しと現代語訳もついている。

• ジャパンナレッジで全文検索可能。
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E F

新日本古典文学大系 新編日本古典文学全集

著作権の都合により
画像削除



２．７階にある史料集など

• G歴史系参考図書

• 国史大系・増補史料大成・群書類従・補任物
（ぶにんもの：いつ誰が任命されたかが分かる
本）などが自由に使える。しかも新しい。日本
史では書庫に入っていて請求が必要なものも開
架。

• コピーで持ち出すときはノートに記入。
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G

群書類従

補任物

図書寮叢刊

国史大系

裏側

増補史料大成

著作権の都合により
画像削除



２．７階にある史料集など

• H日本古典文学大系（岩波）

• 日本書紀は旧版に入っている。

• 国文研DBで検索可能。
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２．７階にある史料集など

• 国文の書庫は誰でも入れる。

• 一番奥に漢文や絵巻。

• 持ち出すときはノートに記入。
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３．史料を読むための基礎知識
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天皇

太政官

民部省

奏（論奏・奏事・便奏）詔・勅

解符

中務省

図書寮内蔵寮主計寮主税寮

解符

解符

移

移 移

符＝上位→下位（下達）
解＝下位→上位（上申）
移＝同位→同位
牒＝上下関係なし

組織と書式

移



３．史料を読むための基礎知識
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３．史料を読むための基礎知識

• 詳しくは来年古文書学の授業で。

• 佐藤進一『古文書学入門』で勉強。

• 宛名＝充所・宛所（あてどころ）、差出人＝差
出所（さしだしどころ）・差出。

• 直状・書下（＝本人が出す）と御教書・奉書
（＝家臣などが代理で出す）

• 文書（＝AからBに意思などを伝達し、何らかの

効果が期待される）と記録（＝伝達を意図しな
い。メモなど）。
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３．史料を読むための基礎知識
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３．史料を読むための基礎知識
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３．史料を読むための基礎知識

• 竪紙（たてがみ）と折紙（おりがみ）
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老中奉書
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３．史料を読むための基礎知識

• 「史料を読み解く」シリーズ（山川出版社）で
勉強。類書はたくさんあるので、自分に合った
ものを選ぶ。

• くずし字辞典。

• まずは活字で読めるように。文体に慣れないと
読めない。

• 手書きの文字を活字にすること＝翻刻
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４．史料を読む
• ⅰ．熟語・歴史用語を押さえる

• 熟語・歴史用語から埋めていく。

• 【知人の失敗例】「即世」を「すなわち世」と
読んでよく分からない文に。「即世」は「死ぬ
こと」。

• とにかく熟語はあらゆる可能性を考える。「随
宜」は「したがってよろしく―べし」ではなく、
「よろしきにしたがう。適宜」の意。

• 古今異義語に注意。

例：当時＝過去のあるとき（今）⇔現在このと
き（古）。自由＝束縛されない【良い】（今）
⇔勝手気まま【悪い】（古）
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４．史料を読む
• ⅰ．熟語・歴史用語を押さえる

• どうやって調べるか？

• ジャパンナレッジ

• 大漢和辞典の語彙索引。漢語はこれが一番早い。

電子辞書の手書き文字入力を活用して漢字の音を
調べる → 語彙索引や索引。

• 大漢和は量が多いので、当たりを付けてから。電
子辞書にも無いときは大漢和からやる。

• ただし、大漢和は中国の漢字が対象。国字（日本
で作った字。畑など）は載っていない。
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４．史料を読む

• ⅰ．熟語・歴史用語を押さえる

• 辞書に載っていない時は？
→ 一字一句を調べて考える。

＝動詞＋動詞、動詞＋名詞、名詞＋名詞等
→ 似ている熟語がないか調べる。

＝同じ意味の漢字で置き換え。
→ 熟語をひっくり返して調べる。（要注意）
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部首索引：各部首がどの巻か分かる 読みが分かるなら索引で引く

著作権の都合により
画像削除
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部首から画数で引く

著作権の都合により
画像削除
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部首＋何画かで記載されている。見つからないときは前後も見る。

著作権の都合により
画像削除



４．史料を読む
• ⅱ．定型文を押さえる

• 漢文の定型句や古文書でよく使われる言い回しを
当てはめる。

• 漢文解釈辞典・古文書学入門・古文書大字叢など

• 「謹検案内」（つつしみてあないをけんするに＝
謹んで先例を調べてみますと）

• ⅰと同時進行で調べるのが最適。
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４．史料を読む
• ⅱ．定型文を押さえる

• 知らなきゃ思いつかないのでは？

• ①ネット検索で同じ用例を探す。

• ②注釈書でどう読み下しているかチェック。

• 『訓読玉葉』・『訓読吾妻鏡』などもある。

2011/12/5

44



４．史料を読む
• ⅲ．意味が通るように読み下す

• これまで調べた情報を基に読み下す。

• 語順に注意して、どれが動詞でどれが目的語か、
などを考えながら。様々なパターンを考えて最適
なものを選択。漢文解釈辞典に解説が載っている。

• 返り点が付いているなら、最初の内はそれに従え
ばよい。ただし、万全では無い。

• とにかく経験が大事。習うより慣れろ。
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○家自（よ）り：家から

之を取り替う：これを取り替えた

○座に於いて：座で

○木契を懐中し：木契を携帯して

×懐中せる木契
×懐中の木契

漢和辞典の語法解説、
または、漢文解釈辞典

漢和辞典の語法解説、
または、漢文解釈辞典

日本国語大辞典（日国）

日本国語大辞典（日国）

国史大辞典・日国

×自ら家

△木契を座に懐中し

『玉葉』の一文。記録体。



４．史料を読む
• 想像力も大切。

• 何が言いたいのか、文脈・状況を考えながら訳す。
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おわりに

• とにかく史料を読む事が大切。

• 『史学雑誌』「回顧と展望」…前年に出た論文

などが紹介されている。卒論の時は、やりたい
テーマについて10年分見るようにと言われる。
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